
 

第４回 千曲川覆土変状要因調査検討委員会 議事要旨 

 

 

開催日時：令和８年１月２２日（木）１０：００～１１：２０ 

開催場所：（ＷＥＢ併用）北陸地方整備局 会議室、 

千曲川河川事務所 会議室及び各委員所属場所 

資  料：議事次第、出席者名簿、資料－１～資料－２、設立趣意書・規約 

 

１．委員会の概要 

 第３回委員会の議事要旨について、事務局より説明を行った。 

 覆土変状対策工の状況について、事務局より説明を行った。 

 今後の予定について、事務局より説明を行った。 

 

２．委員会意見 

 覆土変状が発生していないこと、対策工の実施状況及び対策工の効果について

了解。 

 津野地区の法肩部の水位の挙動は特徴的であるため、今後も注視する方が良い。 

 対策工の定量評価を行うために、60mm 以下の降雨など、多数の観測データを分

析・検証し、他の現場でも活用できる技術的な知見として整理する方が良い。 

 本委員会での成果について、技術的知見の伝承、現場施工への反映を期待する。 

 

３．今後の予定について 

 今後、本委員会での対策方針に基づき、適切に対応を進めていく。また、特異な

変状など新たな事象が確認された場合には、委員会を開催する。 

 モニタリングについては、60mm 以上の降雨を３回観測、または３年間（Ｒ９年度末

まで）継続し、得られた観測結果は、適宜、整理・分析し対策工の定量的な効果

算定等の今後の検討に資する成果としてとりまとめ、委員会へ報告する。



■第４回委員会の様子  

 

 

＜委員（WEB 併用）＞ 

 

 

＜新潟会場＞ 

 

 

＜長野会場＞ 


